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	学習指導要領
	本校の学力スタンダード
	

	(1) いろいろな式

(2)

図形と方程式

(3)

指数関数

・

対数関数

(4)

三角関数

(5)

微分

・

積分の考

え


	ア　式と証明
（ア）整式の乗法・除法，分数式の計算
三次の乗法公式及び因数分解の公式を理解し、それらを用いて式の展開や因数分解をすること。また、整式の除法や分数式の四則計算について理解し、簡単な場合について計算をすること。
（イ）等式と不等式の証明
等式や不等式が成り立つことを、それらの基本的な性質や実数の性質などを用いて証明すること。
イ　高次方程式
（ア）複素数と二次方程式
数を複素数まで拡張する意義を理解し、複素数の四則計算をすること。また、二次方程式の解の種類の判別及び解と係数の関係について理解すること。
（イ）因数定理と高次方程式
因数定理について理解し、簡単な高次方程式の解を、因数定理などを用いて求めること。
ア　直線と円
（ア）点と直線
座標を用いて、平面上の線分を内分する点 、外分する点の位置や二点間の距離を表すこと。また、座標平面上の直線を方程式で表し、それを二直線の位置関係などの考察に活用すること。
（イ）円の方程式
座標平面上の円を方程式で表し、それを円と直線の位置関係などの考察に活用すること。
イ　軌跡と領域
軌跡について理解し、簡単な場合について軌跡を求めること。また、簡単な場合について、不等式の表す領域を求めたり領域を不等式で表したりすること。
ア　指数関数
（ア）指数の拡張
指数を正の整数から有理数へ拡張する意義を理解すること。
（イ）指数関数とそのグラフ
指数関数とそのグラフの特徴について理解し、それらを事象の考察に活用すること。
イ　対数関数
（ア）対数
対数の意味とその基本的な性質について理解し、
簡単な対数の計算をすること。
（イ）対数関数とそのグラフ
対数関数とそのグラフの特徴について理解し、それらを事象の考察に活用すること。
ア　角の拡張
角の概念を一般角まで拡張する意義や弧度法による角度の表し方について理解すること。
イ　三角関数
（ア）三角関数とそのグラフ
三角関数とそのグラフの特徴について理解すること。

(ｲ) 三角関数の基本的な性質
三角関数について、相互関係などの基本的な性質を理解すること。
ウ　三角関数の加法定理
三角関数の加法定理を理解し、それを用いて２倍角の公式を導くこと。
ア　微分の考え
（ア）微分係数と導関数
微分係数や導関数の意味について理解し、関数の
定数倍、和及び差の導関数を求めること。
（イ）導関数の応用
導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小を
調べ 、グラフの概形をかくこと。また、微分の
考えを事象の考察に活用すること。

イ　積分の考え
（ア）不定積分と定積分
不定積分及び定積分の意味について理解し、関数の定数倍、和及び差の不定積分や定積分を求めること

（イ）面積
定積分を用いて直線や関数のグラフで囲まれた図形の面積を求めること。

	・三次式の因数分解の公式を活用できる。
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（例）次の式を因数分解せよ。
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・複数の文字からなる整式において、ある文字に着目して整式の除法ができる。
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で割るとき、
（１）
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の整式とみて、割り算をしたときの商と

余りを求めよ。

（２）
[image: image5.wmf]y

の整式とみて、割り算をしたときの商と

余りを求めよ。
· 二項定理の考え方を活用できる。
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の項の係数を求めよ。

（例２）二項定理を用いて，次の等式を導け。
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・分母や分子に分数式を含む分数式の計算ができる。

[image: image137.wmf]θ

θ

3

3

cos

sin

+

（例）　次の式を簡単にせよ。

（１）　
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・恒等式を活用できる。
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（例）次の等式が
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についての恒等式となるように、定数
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の値を求めよ。
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・いろいろな性質を用いて、不等式の証明ができる。
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（例）次の不等式を証明せよ。

（１）不等式
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証明せよ。また、等号が成り立つのは
どのようなときか。

（２）不等式 
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を証明せよ。
また、等号が成り立つのはどのような
ときか。
・不等式を最大・最小問題へ活用できる。
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（例）
[image: image16.wmf]2

＞

x

のとき、
[image: image17.wmf]2

1

-

+

x

x

の最小値を求めよ。
・やや複雑な条件つき等式の証明ができる。
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のとき、次の等式を証明せよ。


[image: image19.wmf](

)

(

)

(

)

0

3

=

+

+

+

+

+

+

abc

a

c

ca

c

b

bc

b

a

ab


・文字を含む二次方程式に解の判別を活用できる。
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　（例）二次方程式 
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　　　　解の種類を判別せよ。
・解と係数の関係を利用して、二次方程式を作ることなどに活用できる。
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　(例)二次方程式
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する二次方程式を作れ。
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・剰余の定理の考え方を活用できる。

（例）整式
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で割った余りを求めよ。
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・方程式の解が与えられたときなどに、因数定理の考え方を活用できる。

（例）三次方程式 
[image: image33.wmf]0
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を解に持つとき、実数の定数
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値を求めよ。また、他の解を求めよ。
・因数定理を用いてやや複雑な因数分解ができる。
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（例）次の式を因数分解せよ。
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・１の３乗根を含む計算ができる。

（例）１の３乗根のうち、虚数であるものの1つ

を
[image: image37.wmf]w

とするとき、次の値を求めよ。
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・座標平面上の二点間の距離の公式を用いて、正三角形の２頂点の座標から第３の頂点の座標を求めることができる。

（例）A（３，２）、B（－１，０）、Cを頂点とする三角形が正三角形となるとき、点Cの座標を求めよ。
・座標を利用して図形の性質を証明できる。

（例）△ABCの辺BCの中点をMとすると
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であることを証明せよ。

・線分を内分する点や外分する点の座標、また三角形の重心の座標を求めることにより、図形の性質を考察できる。
（例）△ABCにおいて辺AB 、BC 、CAを
３：２に内分する点をそれぞれP 、Q 、Rとするとき、△ABCと△PQRの重心は一致することを証明せよ。
・二直線の垂直条件を利用して、三角形の性質について考察できる。

（例）△ABCの3つの頂点から、それぞれの対辺に下した垂線AL 、BM 、CNは1点で交わることを証明せよ。

・二直線の交点を通る直線について考察できる。

（例）２直線
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の交点を通り、点
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を通る直線の方程式を求めよ。
・点と直線の距離を求めることにより、三角形の面積を求めることができる。

（例）３点A（－２，－１）、B（１，５）、
　　C（３，２）を頂点とする△ABCの面積

を求めよ。

・
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が表す図形について考察できる。

（例）方程式
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が円を表すような定数
[image: image45.wmf]k

の値の範囲を求　めよ。
・二つの円の交点を通る直線や円の方程式を求めることができる。

（例）二つの 円
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について次の問
いに答えよ。

（１）この二つの円が２点を共有することを示　せ。

（２）この二つの円の交点を通る直線の方程式を求めよ。

（３）この二つの円の交点を通り、原点を通る　円の方程式を求めよ。
・中心が原点ではない円について、その円周上の点における接線の方程式について考察できる。

（例）円
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上の点P（６，４）における接線の方程式を求めよ。

・定数
[image: image49.wmf]k

の値によって動く放物線の頂点の軌跡を求めることができる。

（例）放物線 
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軸と異なる２点で交わるように、定数
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の値が変化するとき、この放物線の頂点Pの軌跡を求めよ。

・連立不等式の表す領域を点
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の一次式
[image: image55.wmf]by

ax

+

のとる範囲について考察できる。

（例） 次の連立不等式の表す領域をDとする
とき、Dを図示せよ。また、点
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・指数法則や累乗根の性質を利用して、対称式の計算や乗法公式に活用できる。

（例１）次の計算をせよ。

（１）
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（２）
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（例２）
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次の値を求めよ。
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・指数関数
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のグラフの特徴を踏まえ、
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（例）次の指数関数のグラフをかけ。
また、漸近線を求めよ。

（１）
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・各数の指数に合わせて累乗するなどの処理を行って、大小関係を求めることができる。

（例）次の数の大小関係を，不等号
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を用いて表せ。

（１）
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・文字の置き換えを行って、指数方程式や指数不等式、関数の最大値、最小値を求めることができる。
（例１）次の方程式 、不等式を解け。

（１）
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（例２）連立方程式
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を解け。

（例３）
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の最小値と、そのときの
[image: image80.wmf]x

の値をそれぞ

れ求めよ。
・対数の性質を用いて、いろいろな計算を行うことができる。

（例１）次の計算をせよ。
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（例２)
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・対数関数
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（例）対数関数
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のグラフをかけ。また、
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軸との共有点の座標を求めよ。

・指数関数のグラフと対数関数のグラフの関係について理解する。

（例）
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軸方向に３だけ平行移動したグラフとなる対数関数を求めよ。

・文字の置き換えを行って，最大値、最小値を求められる。

（例）
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・対数や指数の大小関係を求められる。

(例)　次の数の大小関係を、不等号
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を用いて

表せ。
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・複雑な対数方程式や対数不等式を解くことができ　　

る。

（例）次の方程式を解け。
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・常用対数を活用できる。
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（例）
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また、最高位の数は何か。ただし，
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，
[image: image103.wmf]4771
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とする。

・扇形の面積や周の長さを多面的に考察できる。


[image: image104]
・三角関数のグラフをかくことができる。

[image: image149.wmf]x


[image: image105]
・対称式を活用して、式の値を求めることができる。

[image: image150.wmf]x
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・式変形などを活用して、三角関数を含む方程式、不等式の解を求めたり、三角関数の最大や最小について考察できる。


[image: image106]
・原点を中心とする平面上の点の回転移動を理解する。


[image: image107]
・加法定理を理解し、様々な問題を多面的に考察できる。


[image: image108]
・三角関数の合成を用いて、最大値や最小値を求めることができる。
[image: image151.wmf])
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・瞬間の速さなどの具体的な事象の考察において、平均変化率や極限の考えを利用して考察することができる。

[image: image152.wmf]x
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（例）真下に落下する物体の
[image: image109.wmf]t

秒後の落下距離


[image: image110.wmf])
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は
[image: image111.wmf]2

9

.

4

)

(

t

t

h

=

で表される。このとき、
次の問に答えよ。

（１）3秒後から
[image: image112.wmf]h

+

3

秒後までの平均の速さ

を求めよ。

（２）3秒後の瞬間の速さを求めよ。

・様々な関数について、定義にしたがって、導関数を求めることができる。

[image: image153.wmf])
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（例）次の等式を証明せよ。
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・
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の証明を理解する。
・２曲線が交わらない場合の共通接線を求めたり、２曲線が接するための条件を理解する。

（例）２つの放物線
[image: image115.wmf]2
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と
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の共通接線の方程式を求めよ。
・二次や三次の関数について，区間が文字を使って表されている場合について最大値や最小値を考察できる。
（例）
[image: image117.wmf]0
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とする。関数
[image: image118.wmf]2
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の
　　　0≦
[image: image119.wmf]x

≦
[image: image120.wmf]a

における最大値を求めよ。
・具体的な事象の考察を微分の考え方を用いることができる。

（例）半径が3の球に内接する直円錐のうちで、

　　　体積が最も大きいものの底面の半径、高さ、

　　　及びそのときの体積を求めよ。
・３次関数の極値をもつ条件や極値をもたない条件について理解できる。


（例）関数
[image: image121.wmf]1
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が極値をもた
　　　ないための必要十分条件を答えよ。

・定数項に文字定数を含む三次方程式の実数解の
個数について、曲線と直線の共有点を考えることによって考察できる。

（例）三次方程式
[image: image122.wmf]0
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が、異なる実
数解を２個もつように、定数
[image: image123.wmf]k

の値を定め
よ。

・四次までの関数において、増減や極値を調べ、，グラフの概形をかくことができる。

（例）関数
[image: image124.wmf]2
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の極値を求め、そのグ
ラフをかきなさい。

・定積分の値が定数になることを利用して、積分方程式を解くことができる。

（例）等式
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を満たす
　　関数
[image: image126.wmf])
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を求めよ。
・放物線や直線で囲まれた複雑な形の面積を求めることができる。

（例）放物線
[image: image127.wmf]4
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に原点Oから２本
の接線を引くとき、放物線と２本の接線で
囲まれた部分の面積
[image: image128.wmf]S

を求めよ。

・絶対値を含む関数や三次関数といった様々な関数ついても，それらのグラフで囲まれた部分の面積を求めることができる。


（例１）
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軸で囲まれた
部分の面積の和を求めなさい。

（例２）関数
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軸 、直線
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　　　で囲まれた図形の面積を求めよ。


	　　　　　　　　　　　　　


（例）周の長さが18cmの扇形について、次の問に答えよ。


（１）扇形の中心角をθ、半径をｒとするとき、θをｒで表せ。


（２）扇形の面積が最大になる場合の面積 、


半径 、中心角を求めよ。





（例）� EMBED Equation.3  ���のグラフをかけ。


また、その周期を答えよ。





（例）� EMBED Equation.3  ���のとき、次の式の値を求めよ。


（１）� EMBED Equation.3  ���


（２）� EMBED Equation.3  ���





（例１）0≦θ＜２πのとき、次の方程式 、


不等式を解け。


（１）� EMBED Equation.3  ���


（２）� EMBED Equation.3  ���


（例２）次の関数の最大値、最小値を求めよ。また、そのときのθの値を求めよ。


（１）� EMBED Equation.3  ���


　（0≦θ＜2π）


（２）� EMBED Equation.3  ���


（0≦θ＜2π）





（例）座標平面上で点Pを、原点Oを中心として� EMBED Equation.3  ���だけ回転させた点Qの座標が（－５，３）であるとき、点Pの座標を求めよ。





（例１）� EMBED Equation.3  ���，� EMBED Equation.3  ���のとき，


　　　　� EMBED Equation.3  ���の値を求めよ。


（例２）0≦� EMBED Equation.3  ���＜２πのとき，


� EMBED Equation.3  ���の最大値と，


そのときの� EMBED Equation.3  ���の値を求めよ。





（例）次の関数の最大値と最小値を求めよ。また、そのときの� EMBED Equation.3  ���の値を求めよ。


（１）� EMBED Equation.3  ��� � EMBED Equation.3  ���


（２）� EMBED Equation.3  ���　　　　　　　　　　　　 


� EMBED Equation.3  ���
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